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母
校
の 

創
立
１
０
０
周
年
を 

祝
し
て 

浪
速
学
院
同
窓
会
会
長 

 

押
見 

守
康 

 

浪
速
学
院
開
校
百
周
年
を
心
か
ら
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
同
窓
会
を
代

表
し
て
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

 
わ
が
母
校
浪
速
は
木
村
理
事
長
・
学
院

長(

平
成
１
８
年
ご
就
任)

の
も
と
、
教
職

員
の
皆
様
が
心
一
つ
に
一
丸
と
な
っ
て
、

「
浪
速
改
革
」
に
取
り
組
ま
れ
新
た
に
校

地
校
舎
の
拡
充
と
整
備
を
さ
れ
、
教
育
環

境
の
充
実
発
展
に
大
変
ご
尽
力
を
賜
り
、 

開
校
百
周
年
を
寿
ぐ 

～
浪
速
百
年
の
夢
の
軌
跡
～ 

理
事
長
・
学
院
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

木
村 

智
彦 

 

浪
速
学
院
同
窓
会
の
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
益
々
ご
健
勝
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
同

窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
常
日
頃
よ
り
献
身
的
な
活
動
に

よ
っ
て
本
校
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
暖
か
い

母
校
愛
に
対
し
ま
し
て
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
本
学
院
は
大
正
１
２
年
（
１
９
２
３
年
）
に

南
海
高
野
線
の
我
孫
子
前
駅
と
沢
ノ
町
駅
の
中
間
西
側

の
元
工
場
の
建
屋
を
「
東
成
郡
墨
江
村
仮
校
舎
」
と
銘

打
っ
て
出
発
い
た
し
ま
し
た
。 

 

長
い
歴
史
を
見
れ
ば
、
戦
争
や
台
風
の
影
響
、
生
徒

数
の
減
少
に
よ
り
学
校
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
時
代
も
あ

り
ま
し
た
が
、
創
業
の
原
点
で
あ
る
「
神
社
神
道
の
精

神
」
を
大
道
と
し
て
「
敬
神
崇
祖
」
「
浄
明
正
直
」
の

校
訓
を
礎
と
し
、
次
世
代
に
資
す
る
人
材
の
育
成
に
教

職
員
一
致
協
力
し
て
、
常
に
「
生
徒
第
一
」
を
心
掛

け
、
謙
虚
さ
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
精
進
し
て
参
り
ま
し

た
。 

５5 

見
事
に
新
生
浪
速
こ
こ
に
有
り
と
世
に
知
ら

し
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
感

謝
に
耐
え
ま
せ
ん
。
４
月
３
０
日
に
開
校 

１
０
０
年
の
記
念
式
典
祝
賀
会
が
無
事
盛
大

に
開
催
で
き
ま
し
た
の
も
、
木
村
理
事
長
・

学
院
長
を
は
じ
め
教
職
員
の
皆
様
方
関
係
各

位
の
皆
様
方
の
ご
尽
力
の
お
か
げ
と
心
よ
り

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

私
た
ち
同
窓
生
は
今
こ
れ
ほ
ど
母
校
を
誇

り
に
思
っ
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
６
０

年
を
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
し
て
同
窓
会
も
ま

た
、
新
た
な
一
歩
を
母
校
と
共
に
歩
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
浪
速
の
未
来

永
劫
の
た
め
一
路
邁
進
し
て
い
く
こ
と
を
心

か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
挨
拶
と
致
し
ま

す
。 

そ
し
て
、
お
陰
様
を
も
ち
ま
し
て
今
年
大
き
な
節
目
を
迎

え
、
４
月
３
０
日
に
は
「
開
校
１
０
０
周
年
記
念
奉
祝
祭
・

式
典
・
祝
賀
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
１
０
０
年
前
に

２
０
４
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
生
徒
数
も
現
在
で
は
中
学
校
４

１
２
名
、
高
校
９
０
１
名
、
合
計
２
９
０
３
名
と
府
内
に
お

い
て
も
代
表
す
る
生
徒
数
を
誇
る
学
校
に
成
長
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
浪
速
改
革
の
歩
み
を
さ
ら
に
進
め

る
１
０
０
周
年
記
念
行
事
と
し
て
、
「
浪
速
中
学
校
新
校
舎

建
設
」
を
内
外
に
正
式
発
表
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
日
を
迎

え
る
に
あ
た
り
同
窓
会
の
皆
様
か
ら
も
多
大
な
る
ご
寄
付
を

賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
７
年
３
月
の
完
成

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
更
な
る
皆
様
の
お

力
添
え
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

な
お
、
現
在
こ
の
成
長
し
た
本
学
院
を
支
え
て
頂
く
有
力
な

応
援
団
と
し
て
の
同
窓
会
の
活
動
が
、
よ
り
幅
広
く
円
滑
に

進
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
「
法
人
化
」
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
等
も
含
め
た
浪
速
フ
ァ

ミ
リ
ー
が
集
う
場
所
と
し
て
の
校
友
会
（
仮
称
）
へ
と
発
展

さ
せ
、
校
友
会
館
（
仮
称
）
の
建
設
も
視
野
に
入
れ
た
組
織

の
在
り
方
を
同
窓
会
幹
部
の
方
々
と
共
に
検
討
し
て
い
ま

す
。
時
期
を
見
て
新
し
い
形
を
お
示
し
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

最
後
に
、
浪
速
学
院
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
浪
速
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
１
０
０
年
が
輝
い
た
も

の
と
な
る
よ
う
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

年会費(3,000円)の振込先について 

下記のいずれかにご入金をお願い致します。 

振込手数料はご負担をお願い致します。 

 

■大阪信用金庫 杉本町支店 

（普通）０２１７０３４ 

 浪速学院同窓会 会計 ミズノセイジ 

■ゆうちょ銀行 店番４１８（四一八店） 

（普通）８１７５２６９ 

 浪速学院同窓会 

平素は浪速学院同窓会にご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。 

本年度の年会費納入についてご協力をお願い致します。 

公式Webサイト 

https://naniwa.ersi.nu

Facebook 

2023年度 浪速学院同窓会 なにわのわ大交流会(総会・懇親会)は下記の通り開催いたします。 

日時：2023年10月28日(土) 受付18:00～、懇親会18:30～20:30 (総会 17:30～18:00) 
場所：道頓堀ホテル 〒542-0071 大阪市中央区道頓堀2-3-25 
会費：7,000円(なるべくおつりの出ないようご協力をお願い致します)  [22歳以下の学生は無料]  

なにわのわ交流会 10月28(土)開催です 
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学校法人浪速学院 100周年記念式典 

 

20223年4月30日 
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2022年度同総会活動 

 

2023年8月26日   第6回「浪速学院二十歳の集い～浪速に戻る～」開催 

 
若い世代の同窓生をお迎えする機会として新成人
の卒業生を対象に「二十歳の集い」を浪速学院浪
速高等学校・中学校にて開催し、約150名の新成人
にご参加いただきました。 

ご参加いただきました新成人、担当教職員の先生
方、同窓会関係各位の皆様にはご協力・ご尽力い
ただきましたこと、心より御礼申し上げます。 

今後も継続して参りますので同窓会の皆様のご協
力を宜しくお願い致します。 
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関東支部総会報告 

 

2023年6月17日  令和５年度関東支部総会 

関東支部長 首藤隆利  

 

本年はコロナウイルスによる影響で４年振りの総会となりました。本校の創立が１００周年と

言うことで、記念講演として若き日の昭和天皇、秩父宮雍仁親王、高松宮宣仁親王の3兄弟に帝

王学の一環として倫理を進講した杉浦重剛氏の玄孫になります杉浦利重様に「裕仁親王の御進講

と旧制浪速中学創立の時代」と言う表題で講演を戴きました。 

内容としては歴史背景は既に木村理事長が詳しく述べられていますが、それ以外の当時の社会

背景と世界の五大国となって明治維新以来の国威発揚の時代に創立した関係をお願いしていたの

ですが、杉浦利重氏は江戸時代から儒学者の家系で今も倫理学の研究をされていたことと、我母

校も敬神崇祖を旨とする日本唯一の神道の中学高校であることから倫理に関して多くを語って頂

きました。 

また、１００周年記念のビデオを放映するために準備しましたが、何故か放映できませんでし

た。来年は式典のビデオも届きますので合わせて総会にて放映する予定です。 

今年の参加者は本校から浪速高等学校 飯田智文校長、同窓会本部より池澤和宏先生がご出席

され 教え子の皆さん、野球部の人達が参加されお陰様で盛大に行われました。出席者は２６名

で徐々に若い人たちが増えて来てます。来年度も多くの出席を期待しています。 

 



2023年 9月 15日  浪速学院同窓会会報第55号(6)  

 

浪速学院創立100周年を迎えてのお祝いの挨拶と、自身のクラブ活動を通して得られたことや 

現役の生徒に期待すること 

ラグビー部ＯＢ 佐竹 周 (1995年度卒) 

このたびは浪速学院創立100周年を迎えられ、まことにおめでとうございます。 

2023年4月30日に執り行われた創立記念式典を迎えることができましたことは、ひとえに100年の歴史を築き上
げた教職員をはじめ、歴史を彩った生徒・保護者・OG・OBがたと、ご支援くださったの多くの方々の並々な
らぬ御尽力の成果とお慶び申し上げます。 

私は30年ほど前に浪速高校に在籍し、3年間ラグビー部に所属しておりました。ちょうど現在の飯田智文校長
先生が浪速高校入職1年目に私も高校1年生として入学し、ラグビー部でご指導いただきました。3年間のラグ
ビー部での経験は、人生の中での価値観形成や職業選定、人生を彩る楽しみを与えてくれました。また、今の
自分が教職員として自己実現ができているのも、浪速高校で出会った人々のおかげです。 

今後も、学校の沿革に相応しい由緒ある歴史を築いていけるようOG・OB一丸となり尽くしてまいります。今
後ともどうぞ宜しくお願い申し上げます。 

アメリカンフットボール部OB会 

浪速高校アメリカンフットボール部ＯＢ会代表 福村壽之 

この度、浪速学院創立１００周年を迎えられたことを心よりお祝い申し上げます。 

我がアメリカンフットボール部も創部７５周年を迎えましたが、神道の学校にアメフト？と思われますが、
「浪速高等学校アメリカンフットボール部５０年史」によりますと昭和２２年に大阪市立大学（現大阪公立大
学）に駐留の「米軍キャンプ・サカイ」から連絡を頂き、フットボールを譲り受けたのがきっかけでアメリカ
ンフットボール部（当時はタッチフットボール部）が誕生しました。大阪では、池田高校、豊中高校に次いで
３番目の創部となりました。創成期から関西学院大学、同志社大学、関西大学、立命館大学等々に進学されア
メリカンフットボール部で活躍された諸先輩方が多くおられたようです。 

私自身は、昭和４５年の第１回全国高校アメリカンフットボール大会に２年生で出場し、都立西校と対戦し、
ラストワンプレーで逆転負けを喫した苦い思い出があります。「最後の最後まで手を抜かない。」、「最後の
最後まで諦めない。」ことを学び、その後の人生の大きな教訓となりました。卒業後も大学、社会人チームで
アメフトを続け、引退後は母校のコーチ、監督を２５年間させて頂きました。最後になりましたが、高校の現
役諸君には、「全国高等学校アメリカンフットボール選手権大会」出場を目指して頑張って下さい。 

現役＆OBサッカー交流会 

サッカー部ＯＢ会「めだか会」 金井 敬 

サッカー部ＯＢ会「めだか会」では、２０２３年３月１２日１３時から１６時に浪速乾坤一擲ドリームフィー
ルドにて、学校法人浪速学院開校100周年記念に合わせて、現役のサッカー部生徒を交えてのサッカー交流会
（ＯＢと現役とでサッカー対戦）を開催しました。当日は２０代から６０代までの約６０名のＯＢに集まって
いただきました。お揃いの記念Ｔシャツも制作して着用しましたので、大変盛り上がり、また素晴らしい浪速
乾坤一擲ドリームフィールドも体験することができて、とても良い交流ができました。 

 また、別件ではありますが長年にわたりサッカー部の顧問をしていただいておりました矢野國喜先生が２０

２３年４月１６日にご逝去されました。享年７１歳。心よりご冥福をお祈り申し上げます。  

浪速高校に通って１番の宝 

硬式野球部OB 会会長 井村和彦(1986 年度卒) 

浪速学院浪速高校創立100 周年を心よりお祝い申し上げます。 

硬式野球部OB 会会長の1986 年度卒の井村和彦です。卒業生として誇らしく思います。 

新たな取り組み(100 周年事業）よって、今後益々の子どもたちの未来に向け更なるご活躍と、より一層のご発
展を願っております。 

浪速高校に通って１番の宝は、学生生活らしい豊かな思い出が作れ、一生の友人ができたことです。 

私は硬式野球部に所属し、甲子園を目指していました。現役時代、甲子園出場は叶いませんでしたが、2017 年
にマスターズ甲子園で大阪代表として甲子園の土を踏むことができました。 

部活動では、苦しく悔しい経験をすることもありますが、楽しく幸せな思い出をつくることもできます。ま
た、共に苦楽を味わう仲間ができます。 

様々な経験を与えてくれる部活動に所属し、自分の可能性に気づき、人生の幅が広がり、広い視野を持つこと
ができました。 

浪速高校に入学し、部活動に所属して良かったと心から思います。その環境をつくってくれた浪速高校には感
謝の気持ちでいっぱいです。 

改めまして、創立100 周年おめでとうございます！ 
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≪OBの皆さんが出版された本の紹介≫ 

●開発の森を生きる 

寺内大左/著（新泉社） 

●セカンドショート最強バイブル 

大引啓次/監修（メイツ出版） 

●好きなことを仕事に変えた木彫師 

前田暁彦/著（ギャラクシーブックス） 

著者の寺内大左（てらうち だいすけ）さんは、本校野球部ＯＢです。信州

大学から東京大学大学院へ進み、現在は筑波大学人文社会系准教授としてご

活躍中です。専門は環境社会学、インドネシア地域研究。この本ではカリマ

ンタン（ボルネオ島インドネシア領）の農園開発について、開発の意味や問

題を現場の実態から再定義しています。 

監修者の大引啓次（おおびき けいじ）さんは、本校野球部OBです。浪速高

校2年生時には、春の選抜に出場しベスト8、卒業後は法政大学に進学、そして

オリックスバッファローズに入団し2019年までの13年間をプロ野球で活躍され

ました。中学生や高校生のレベルアップのために書かれたこの本は、本校野球

部必読の書です！ 

皆さんは、だんじりの彫物をじっくりとご覧になったことはありますか？ 

この彫刻をしているのが、株式会社木彫前田工房（岸和田市）代表の前田暁彦

（まえだあきひこ）さんで、本校のOBです。この度、本を出版されました。 

本校を卒業してからどうやってだんじりの彫物師になったのか、だんじり彫刻

の魅力や各地域のだんじりの制作過程を知ることができます。 

だんじり好きの皆さんに、ぜひ読んでほしい1冊です。 

ご活躍の先輩方 

■ 山下達也  

亜細亜大学野球部コーチとして、この度本校、卒業生の山下達也氏が就任されました。高校・大学と内野手と

して活躍し、大学卒業後、東都大学連盟の審判員として亜細亜大学の職員として活躍されてきました。伝統あ

る亜細亜大学の応援をお願い致します。 

■ 佐藤三剛  

この度、第105回甲子園大会に島根県代表の立正大湘南高校の野球部部長として、本校卒業生の佐藤三剛君が

出場しました。関西学院大学を卒業後、部長、コーチとしてチームを支えて来ました。今後のさらなる活躍を

祈っております。  
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ボクシング部 マネージャー紹介 

森 征宏 

マネージャー 

3年 小野朱莉、髙橋愛実 

1年 高萩まなみ、中田すばる 

〇クラブでの主な役割 

練習時：タイマー、ドリンク、練習メニュー記入、出席確認、検温 

試合時：主にゴング、タイムキーパー、アナウンス、運営の補助 

〇苦労している事 

部室の掃除です。部員の数も多くなってきたので、荷物が多く、部屋が汚く見

えることがあり、部員と一緒に掃除する機会が増えてきました。 

〇満足感 

浪速の選手が試合で勝ったときに、自分が試合のアナウンスをしているときが１番嬉しい

気持ちになります。 

〇選手へ一言 

いつもお疲れ様です！口うるさいマネージャーに文句言いながらもちゃんとやってくれて

いてありがとう！！これからも頑張ってください、応援しています！ 

軟式野球部 マネージャー紹介 

尾崎 航平 

マネージャー 

3年 岩田 花凛、阪上 萌衣、山瀨 奈々 

2年 内田 奈々、貫野 凛、澁谷 こころ、山口 璃子 

1年 菅原 心愛、深水 ゆな 

〇クラブでの主な役割 

練習時：水分の用意・時間の管理・ノックの補助など。 

試合時：スコアの記入・水分の用意・時間の管理・ノックの補助・設営・アナ

ウンス・ピッチングの撮影・バッティングの撮影など。 

〇苦労している事 

スコアやアナウンスなどの高校野球連盟の運営のお手伝いがたくさんあるこ

と。 

〇満足感 

マネージャーも軟式野球部の一員として普段からサポートしているので試合に

勝った時はすごくうれしい。 

〇選手へ一言 

いつも楽しませてくれてありがとうございます。 

これからもいっぱい勝ちスコア書かせてください。 



浪速学院同窓会会報第55号(11)   2023年 9月 15日 

 

硬式野球部 マネージャー紹介 

山田 恭大 

マネージャー 

3年 大浦 愛菜、小河原 優 

〇クラブでの主な役割 

練習時：選手が飲むお茶や、間食のおにぎりを作ったりしています。 

試合時：飲み物の用意やスコアを書くこと、選手
たちが試合後に自分のプレーを確認するために動

画を撮ったりしています。 

〇苦労している事 

選手と信頼関係を作るのに時間がかかりました。 

〇満足感 

試合で勝ったときや選手から「ありがとう」と言

われるときにやって良かったと思います。 

〇選手へ一言 

最後の夏、１つでも多く勝って悔いが残らないように頑張ろう！！ 

ラグビー部 マネージャー紹介 

柴田 学 

マネージャー 

3年 青木 琉歌、赤星 柚那、山口 由衣奈 

2年 山田 怜実  

〇クラブでの主な役割 

部員の皆がプレーに集中できるようにサポートできることはないか常に意識しています。 

練習時 

● 道具の片付けや身の回りの整理 

● 学校練習の時は、タンクに水を入れたり夏はアクエリアスを作っている。 

● ウエイトの記録と体重の管理 

● 高天原スポーツキャンパスで練習の時は、部員の体を大きくするためにおにぎりを作り練習後に皆に食べ
てもらう。 

試合時 

● 給水、荷物の整理と怪我人の救護 

● 試合の映像を撮って選手の皆が自分たちのプレーを見直せるようにしている。試合相手の分析にも役立
つ。 

● スコア、試合記録の管理 

〇苦労している事 

● 力仕事が多い。 

● 道具の数が多いので、管理が大変。 

● ルールが難しいので覚えるのが大変。 

〇満足感 

● 試合に勝った時が一番満足感があります！ 

〇選手へ一言 

● 厳しい練習の成果を発揮して、チーム目標である大阪府予選決勝戦まで勝ち進んでほしいです！ 
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アメリカンフットボール部 マネージャー紹介 

菅谷 遊  

マネージャー 

名前 村田 里穂  学年 3 年     名前  辻尾 美咲希  学年 2 年 

名前 内匠 華彩  学年 3 年     名前  坂上 菜々子  学年 2 年 

名前 後藤 愛結  学年 3 年     名前  平井 茉莉乃  学年 1 年 

 

〇クラブでの主な役割 

 練習時 

  水分の準備、テーピングを巻く、タイマーに応じて笛を鳴らす（時間
管理） 

  熱中症やけがの時のアイシング作り、練習ビデオ撮影 など 

 試合時 

  水分の準備、テーピングを巻く、タイマーに応じて笛を鳴らす（時間
管理） 

  熱中症やけがの時のアイシング作り、試合ビデオ撮影 スカウティン
グ など 

 

〇苦労している事 

 毎朝8時～8時25分の間に選手の体重・
食事管理をしている 

 テーピングを覚える・ビデオ撮影の方
法を覚える。 

 夏は暑くて冬は寒い。雨でも練習する
ことがある。 

 

〇満足感 

 おまもり作り。 

 選手とコミュニケーションを密にする
ため、勝利した時には選手と同じくらい
嬉しい。 

 共に練習に励むことで、団結が高ま
り、日々のやりがいを感じることができ
る。 

  

〇選手へ一言 

 全力でサポート頑張りま
す。 
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合祀祭 

合祀祭は学院神社本殿横に鎮座する祖霊殿において、昭和38年の第1回合祀祭から毎年執り行われてきました。祖霊

殿は創立40周年記念事業として学院神社の神域に祖霊社（当時）として創建され、創立以来の学校関係者、教職

員、卒業生並びに在校生にして不幸にも物故された方々の御霊を合祀しております。そして、感謝と慰霊の誠を

日々捧げています。令和5年度の合祀祭が4月6日（木）午後7時より厳かに執り行われ、1柱が合祀されたことによ

り、1274柱の御霊が祀られることとなりました。卒業生の皆様におかれましては、ご自身に不幸が訪れた時には、

浪速学院にご一報頂ける様にご家族の方に申し渡し

ておいて下さい。また、本学院同窓の友人にご不幸

があった時などにご一報いただければ、ご家族のご

了解を持って祖霊殿に合祀させていただきますの

で、ご協力をお願い致します。その折にはご遺族の

方には合祀祭の案内をさせていただき、ご参列頂け

ることになります。 

 ※合祀とは、物故された方の御霊をひとつの神社

に祀ること。 
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広告募集中 

1枠 10,000円 

宮口 泰一  

坂元大知 (平成9年卒) 

OB会 拳浪会 
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元プロ野球選手  
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浪速高等学校 

軟式野球部 

OB有志一同  
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石田圭祐 

株式会社e-go  

〒5920013 

大阪府高石市取石2丁目13番32号 

矢口浩二(新高43) 

株式会社関西SCシステム 

〒557-0042 

大阪市西成区岸里東2-14-1-3F 

濱田雅嘉(新高42) 

HAMADA 

〒594-0023 

大阪府和泉市伯太町4-1-1 

森並隆悦(新高43) 

新世界串かつ盛隆軒 

〒556-0002 

大阪市浪速区恵美須東2-7 

米村淳(新高41) 

有限会社米商 

〒551-0023 

大阪市大正区鶴町3-19-27 

金田博充(新高41) 村上亮介(新高51) 

株式会社ラストステージ 

〒545-0002 

大阪市阿倍野区天王寺町南2-23-16 

杉本会計経営総合事務所  

〒594-0023 

和泉市伯太町2-3-27 

Tel. 0725-45-2288  

村川和広 

うお健 

〒594-0072 

和泉市井ノ口町3-33-6 

http://www.uoken.jp/uoken/ 

新高45 硬式野球部 

新高45 硬式野球部 

http://www.uoken.jp/uoken/
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